
 

資源エネルギー庁からの「再生可能エネルギー業務管理システムの不正閲覧

事案に関する指導について」に対する報告書の提出について 

 
2023年５月12日 

北陸電力送配電株式会社 
 

当社は、本年４月 17 日に資源エネルギー庁から「再生可能エネルギー業務管理システ

ムの不正閲覧事案に関する指導について」を受領したことを受け、本日、内部統制の抜

本的強化策等について、同庁に報告しました。 

当社としましては、「再生可能エネルギー業務管理システム」のＩＤおよびパスワー

ドの管理が不十分であったことを深く反省するとともに、今回報告した取組みを着実に

実施することにより、電気事業法上の行為規制はもちろん、情報の適正管理、個人情報

保護法の遵守を含めた法令等遵守のために全社を挙げて不断の取組みを続け、万全を期

してまいります。 

 

以 上 

 

別 紙：資源エネルギー庁への報告概要 

  



資源エネルギー庁への報告概要 

区分 主な取組み 

内部統制の 
抜本的強化策 

◆統制環境 

 「３線ディフェンス（3 lines of defense）」※をより意識した組織体制へ
の見直しおよび各ラインの機能強化 

 社長を委員長とする法令遵守委員会に外部専門家（社外弁護士）を招き、 
専門的かつ多角的視点からの検証実施 

 システム分野に関する内部監査について、外部専門家によるチェックの 
実施を検討 

 行為規制を含む法令等遵守について、全従業員へ配布、周知している「行動
規範」の改定をはじめ、意識定着の取組みを強化 

◆リスク評価 

 情報システム部門、情報システム部門以外の業務執行箇所（第１線）、およ
びコンプライアンス推進部門（第２線）のそれぞれにおいて、業務全体の 
リスク評価に関する取組みを強化 

 業務主管部および情報システム部門において、システムが扱う情報の総点
検を実施した結果、リスク評価の上で重要なシステムおよびデータを特定
済みであり、システム開発・改修の都度、確認するとともに確認範囲を拡大 

◆統制措置  

 物理的隔絶のうえ当社の執務室への入室制限等を実施済だが、重要度の 
高い情報を扱う事業所の入退室管理について、生体認証の導入等更なる 
強化を検討 

 階層別教育、異動者に対する教育、および所属部門の業務に則した部門別 
教育のそれぞれについて、行為規制等に関する教育内容を強化 

◆情報システム開発等に係る内部統制 

 再生可能エネルギー業務に係る情報システムのうち、論理分割した上で北
陸電力と共用している営業システムについて物理分割を行い、2027 年度末
に共用状態を解消（工期：４年６か月） 

 システム毎に当該業務を実施する所属の利用者のみが使用できるようにア
クセス権を設定しているが、そのアクセス権について、確認頻度を高める 

 現在の個人ＩＤカード・パスワードを基に認証する仕組みについて、生体 
認証の将来的な導入等更なる強化を検討 

 システム開発・改修の際に、情報システム部門および３線ディフェンスの 
各担い手が、行為規制等の観点に基づく相互チェックを強化 

事案の内容、
発生原因 
および 

対応策の公表 

 当社の管理体制において認められていない者に、再生可能エネルギー業務
管理システムのＩＤおよびパスワードを意図的に提供した事実はなかった
ものの、過去に当社（分社化前の北陸電力送配電部門）に在籍しＦＩＴ買
取業務に従事していた社員１名が、送配電部門から小売部門へ異動の際
（分社化前）に、在籍時に取得した情報（同システムのＩＤおよびパスワ
ード）を利用し、同システムへアクセスしていたことを確認し、事案の内
容、発生原因および対応策等を 2023 年 2 月 24 日に公表 

 詳細については、2 月 24 日のプレスリリースをご確認ください
（https://www.rikuden.co.jp/nw_press/attach/23022400.pdf）。 

※ 企業組織において、３つのディフェンスライン（業務執行箇所/コンプライアンス推進部門/
内部監査部門）によって複層的にリスク管理を行う体制のこと。３つのラインそれぞれの役
割がバランスよく配置され、その実効性を高めることが重要とされている。 
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